
研
究
所

所長　長田 茂美
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/itfl/

Information Technology and Artificial Intelligence Research Laboratory

情報技術AI研究所
次世代の情報社会を拓く
次世代の情報社会を拓くために、人工知能応用、ビッグデータ解析、次世代ヒューマ
ンインタフェース、次世代情報システムの研究に取り組んでいます。人工知能応用で
は、深層学習を用いたパターン認識、対話・学習システムなどの応用システムや脳波
を活用した車椅子制御システムの研究を、ビッグデータ解析では、テレビ視聴傾向
の評価、組合せデータからの頻出パターン列挙手法の研究を推進しています。また、
次世代ヒューマンインタフェースでは、プロジェクションマッピング、モバイル端末の
センサ群を用いた行動解析・支援システム、画像の無損失符号化の研究を、次世代
情報システムでは、情報システムの設計・構築・運用・評価技術、情報セキュリティに
関する研究を実施しています。これからも産学連携を推進し、さらに新しい活用分野
を開拓するとともに、産業界や地域社会に幅広く貢献していきます。

RESEARCH THEME : 研究テーマ

人工知能応用
・パターン認識／人工知能技術を活用した知能情報シス

テムとその応用
・人工知能（自然言語処理とデータ分析）技術を用いた人と

機械の双方向の対話の実現
・脳波情報と深層学習を用いた車椅子制御システム
・映像メディアとAIを活用した学習システム

ビッグデータ解析
・ツイートの感情極性を利用したテレビ視聴傾向の評価手法
・組合せデータからの特徴的な頻出パターン列挙手法の

発展と応用

次世代ヒューマンインタフェース
・CGアニメーションとプロジェクションマッピングへの

応用
・モバイル端末のセンサ群を用いた人の行動解析とAIに

よる支援システム
・画像の無損失符号化に関する研究

次世代情報システム
・情報システムの設計・構築・運用・評価に関する研究

研究キーワード
・人工知能
・ロボティクス
・コミュニケーション
・ヒューマンインタフェース
・センサネットワーク
・ネットワークセキュリティ
・組込みシステム
・次世代情報基盤
・画像／映像メディア処理
・プロジェクションマッピング
・ソーシャルメディア
・自然言語処理

ほか

所長　町田 雅之
https://wwwr.kanazawa-it.ac.jp/gbl/

Genome Biotechnology Laboratory

ゲノム生物工学研究所
ゲノム情報を使いこなしてより生活しやすい社会を目指します
ゲノム塩基配列を初めとする様々な生物情報は加速度的に蓄積されつつあります。
これらの膨大な情報と実験結果のシームレスな情報解析により、生物研究の飛躍的
な加速と新分野への挑戦を目指しています。これまでに、麹菌、納豆菌、環境中微生
物による有用物質の生産、有害物質の除去、新しい微生物利用生産システムの構築、
生分解性プラスチック分解機構の解明とその制御、新素材・タンパク質の創生などの
微生物応用分野で様々な成果をあげてきました。また、海洋バイオマス、植物生産分
野への展開、機能性材料の開発、ナノメートル測定などの研究を行っています。これら
の結果の利用に関する研究も進めており、麹菌が生産するαEGによる皮膚の保湿や
質量分析を用いたカシミヤの鑑別などの研究では実用化も行われています。
これらの研究は、科学研究費補助金、文部科学省、経済産業省からの委託費などの
政府系資金、企業からの委託費など外部資金を獲得することにより進められていま
す。また、企業との共同研究を積極的に進めています。

▲世界で唯一の有機溶媒系バイオリアクターで医薬品原料を高濃度かつ低コストで生産

RESEARCH THEME : 研究テーマ

ゲノム情報の解析と
生物実験の加速化
・可視化などによる生物情報の解

析
・生物実験への効果的な活用に

よる加速化
・ゲノム情報の利用と高速・高効

率スクリーニング

有用物質生産・
バイオマスの高付加価値化
・有機溶媒系バイオリアクターの

構築と有用物質生産
・バイオマス食品廃棄物の高付加

価値化
・酵素の生産と高機能化
・生分解性高分子の応用

新規技術分野への展開
・植物の生産と環境応答を利用し

た高機能化
・有機系複合材料の開発とその

利用
・アトムプローブによる新規情報

の獲得

研究キーワード
・ 酵素
・ 微生物の力
・ バイオコンバージョン
・ 機能性素材
・ 抗生物質
・ 情報解析
・ バイオフィルム
・ 化粧品
・ 納豆菌
・ 海洋微生物
・ 遺伝子工学
・ 糸状菌

ほか

やつかほリサーチキャンパス

やつかほリサーチキャンパス
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